
これまでのキャリアや生活において、
筑波大学でよかったと思うこと

　生物学類を卒業してカメラマンになるっ

て、話せば長いんですけど、子供の頃から

昆虫が大好きで、小さい体でそれぞれが生

きていることの不思議さに惹かれていまし

た。生態学、いろんな生物が結びついてい

ることに興味がありました。それで環境生

物学を選んだんです。当時は遺伝子工学が

花形で、環境系のコースのある大学はまだ

珍しかったですね。のちに、アフリカの熱

帯雨林に住むピグミー族と一緒に暮らしな

がら、最初の本格的なドキュメンタリー写

真を撮りました。彼らはまさに地球の恵み

の中で生きている、農耕もせず狩猟採集で

暮らしている様子を見ているうちに、大学

で学んだこととすごくつながっていること

に気づいたんです。それで、自分の方向性

を固めることができました。

　筑波大には当時、自然探検部というのが

あって、そこに入って山登りを始めました。

人がやっていないことをやろうという人た

ちが集まっていて、面白かったですね。あと

は勉強よりもバイトばっかりでしたけど、卒

業後も社会人の山岳会に入ってクライミン

グを極めようとしました。初めて海外の山

に登ったのがアフリカのキリマンジャロ山。

実はそれが、今の仕事のきっかけになった

んです。

学生時代の一番の思い出

　筑波大に入って初めて親元を離れて宿

舎に住みました。毎日のように友達と行き

来したり、一緒に食事を作ったり、とても楽

しかったですね。筑波大には全国のあらゆ

る地域から学生が集まっていて、それも面

白かった。少ないながらも留学生がいて、そ

ういうこともすごく刺激になりました。

　あの頃はまだ海外に行くのは珍しくて、

ヒマラヤとか行ってみたいとは思っていま

したが、お金もないし、結局行けませんで

した。漠然と、自分は外に出て何かができ

る気がしていたんです。今さらですけど、も

し学生時代に海外に行って何かに出会っ

ていたら、写真家ではない、別の可能性が

あったかもしれませんね。

筑波大生に向けてのメッセージ

　あんまり参考にならない先輩かもしれま

せんが、大学にいる間は勉強だけにとらわ

れず、とにかく自分の好きなこと、面白いと

思うことを、中途半端にせずとことん突き

詰めて欲しいですね。それは一生続くわけ

でもありませんし、今ある興味でいいんで

す。理系を卒業したからといって理系の仕

事に就く必要はありませんし、文系も同じ

です。カメラマンの仕事は、専門学校はあり

ますが、あくまでも技術を教えてくれるだ

けで、何を撮るかは自分で突き詰めなけれ

ばなりません。それが仕事に直接は結び付

かなくても、必ず将来の役に立ちます。それ

だけは言えます！
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